
今晩これからお話ししようとしていることを要約す

ると「ジョルジュ・ペレックはいかにして『人生 使

用法』のある章を書いたか」ということになろうかと

思います。すでに同じ趣旨の多くの批評・研究,作者

自身による講演さえもが存在するのに,あ えて屋上屋

を重ねようとするのも,ペ レックの代表作のこの側面

がこの作家の特性を最も顕著かつ大規模に示している

と考えるからです。必ずしも翻訳者の立場からの論評

とはならないことをあらかじめご承知おきください。

まず作家と作品についての予備知識に類したことを

ひとつふたつ申しますが,詳細については,資料③に

既刊の翻訳・研究リストを挙げておきましたのでご参

照ください。

ところでペレックはよく知られているように,

「潜在文学工房」Ouvroir de Litt6raturc Potentielleの 一

員でした。1960年 にレイモン・クノーとフランソワ

・ル・リヨネが創設した十数名の文学者と数学者から
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なるサークルで,メ ンバーの多少の入れ替えを経て現

在に至っています。小説におけるさまざまの約束ご

と,古典演劇における三一致の規則,詩 における詩法

など,文学作品のあらゆるジャンルで働いている規

則,作法を「制約」という概念のもとに抽出し, とき

に数学的概念を適用しながら新しい作品の産出に役立

てようというのが彼らのもくろみの主眼です。67年

にグループに加わったペレックには特に文字落とし,
パ
百
ド
Iを どの言語遊戯作品の研究があてがわれます

が,単なる探求の範囲をたちまち超越して,内容から

も長さからも記録的な実作品をものし,グループの存

在を世に知らしめる大活躍をしたことはご存知のかた

も多いでしよう。ウリポでのこの種のさまざまな研鑽

を集大成しつつ約 10年 を経て書かれたのが『人生 使

用法』 (Lα Ⅵι zθグιグ'ι″ηJθj,Hachette,1978/水声

社,92年)です。

さて,自 ら代表作と自負するこの作品に作家自身が
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How Did Georges Perec Construct His Ltt A ysι r'sル fαん
“
αJ′

Hamo Sakazume

Abstract: This paper discusscs how thc rcpresentativc modcm French writcr Gcorges Perec constmcted his

masterpiece: Ltt A υ∫ιr's Maん
“
αJ.Through the analysis of one chapter of this `novels', relying on the

author's commcnts and on his manuscript as well as on some of the studies done on his work, we try to sec

how much and in what rnanncr thc `Oulipian constraints' contribute to the rcalization of this tcxt.

要旨 :本稿はフランスの現代作家ジョルジュ・ペレックがその代表作『人生 使用法』のテクストを

いかに組み立てたかを跡づけようと試みたものである。ペレックは所属する文学サークル「ウリポ」

の成員たちと共有するいくつかの数学的概念――「制約」と呼ばれる一―を駆使して,パ リの典型的

集合住宅の百の部屋に観察される人物・事物をあらかじめ要素配分し,こ れを一貫した筋立てを持つ

小説の百の章に盛り込んだ。こうして各章に配分された四十二の要素が,最 も短い章のひとつ第 63

章でどのようにテクスト化されているかを,公表された手稿を中心に,作者自身の解説,い くつかの

批評・研究に基づいて分析する。
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初めて言及するのは,未 だ執筆中の 74年 に刊行され

たエセー『さまざまの空間』においてのことです。

「小説の構想」と題された一節で
‖
大略つぎのようなこ

とが述べられます。すなわちパリ市中のある大型建物

の正面壁をとっぱらい,内部の部屋と人物を一瞬かつ

同時に描写する大掛かりな小説を計画していること,

ル・サージュの『ル・ディアブル・ボワトゥー』,『源

氏物語絵巻』,S.ス テンバーグの集合住宅の見取 り

図などの「鳥隊図」が着想の源泉であること,描写に

いくつかの「形式的手法」が用いられていることなど

です。時期からしても分量からしても,自作解説とい

うよりも一種巧みな予告宣伝の趣が濃厚ですが, しか

しすでに読者に対する「謎かけ」のようなものが始ま

っていることも見落とせません。

ついで『使用法』刊行の翌年,「アルク」誌のペレ

ック特集号に,「『人生 使用法』のための四つの図形」

と題された,今回は明らかに自作解説とみなされる作

家の一文
}が公表されます。表題のとおり,四つの図

形あるいは図表が作品成立の根源に働いていることを

示すものです。それら四つとは 1.大型建物の見取 り

図,2。 ナイトの多形図,3。 ラテン方陣,4。 明細表

と名づけられ,それぞれにつぎのような解説が加えら

れています。

第一図は大型建物の見取 り図。典型的なパリの集合

住宅のもので,友人の画学生に描かせたのだそうです

が,子細に眺めると,隠れた地下の一階を加えて十階

建て,窓に沿って縦にも十の列が識別できます。すな

わち原則として 10× loの格子に対応 した 100の 部屋

が想定され,その一つひとつを小説の 100の 章にわた

って描写してゆこうというのが構想全体の出発点で

す。

つぎに,各部屋をどのような順番で描写するかが問

題になります。たとえば左上から右下に至る単純な順

序を選ぶ,あ るいは偶然に委ねるという手もあるでし

ょうが,制約,形式を重んじるウリピアンにとっては

そうしたものは論外でしょう。そこで選ばれたのが ,

チェスの駒ナイトの動きにしたがって,チ ェス盤の 8

×8のすべての格子を重複することなく,連続した軌

跡で経めぐるという,愛好家にはよく知られた独 り遊

びの原理の利用です。カヴァリエと呼ばれるこの駒は

右にご覧のように Aの起点から Bに跳んだとします

と,さ らにそこから○印で示したいずれかの格子に跳

ぶことができます。将棋の桂馬に似ていますが,あ ち

らの馬の方がだいぶ自由に跳ねる。ただしこれは四つ

の図形には含まれていません,念のため。これがもち
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Schust.

KR :

BV :

第三図

ろん 10× loの 格子に適用されました。その軌跡を示

すのが上の第二図で中心近くが起点の第 1章 ,左端中

ほどが終点の第 99章 にあたります。1章足 りないこ

とについては後に補足します。

第一図

BC :MV

MR :KC
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そのつぎは当然,各部屋のなにをどう描写してゆく

かが問題になります。ここで採用されるのがラテン方

陣という数学の配分原理です。作者が解説に用いる最

も初歩的なその概念はつぎのようなものです。つまり

デュポン (Dup.),デ ュラン (Dur。 ),シ ュスタンベル

ジェ (Schust。 )と いう三人物がいて,それぞれにケピ

(K),山高 (M),ベ レー (B)の いずれかの帽子を被

らせ,大 (C)鞄 (V)バ ラ (R)の いずれかの事物

を持たせるとします。問題はこの二系列からなる六つ

の要素を各人物が順繰りに,だがけつして同じものを

三度重複して持つことがないような物語を作ることで

す。そのひとつの可能性を示すのが第三図で,こ れは

2元 3次ラテン方陣ですが,ただし『使用法』ではペ

レックは二つの系列を百の部屋に配分しました。すな

わち2元 10次 ラテン方陣です。

こうして得られた四十二の項目の,第 23章 に用い

られた実例,「明細表」と呼ばれるものが四つめの図

表としてこの解説文の最後に掲げられています。時間

・空間の節約を図って,今回は後に詳細に見る第 63

章のものを利用しましたが,原理的には同じものです

ので,こ ちら (資料②)"の右端をご覧ください。つま

り百の部屋の描写に予想される「家具,装飾,人物 ,

歴史・地理的言及,文学的暗示・引用,等々」が上の

ラテン方陣の原理に則つて各章に配分されたわけで

す。

さていかがでしょうか。先に見た予告の一文と比べ

れば『使用法』の成立過程が飛躍的に明確になったの

は確かですが,同時に不明な部分も露わになって,か

えって欲求不満が募るという側面がこの解説文にはな

いでしょうか。実際,用いられた手法の全貌とは言え

ぬまでも,それに近い全体的な輪郭が明かになってき

たのは比較的最近のことで,82年の作家の死後少し

ずつ参照され,後に公表された資料のおかげです。要

するに,こ の「四つの図形」は,『人生 使用法』の公

表にあたつて作者が最も主張したかった側面,つ まり

いくつかの形式的手法=制約が用いられたことを明示

するとともに,その細部を隠蔽することで読者の好奇

心をいっそう煽るという,巧妙な謎掛けとして働い

た,い まも働き続けているということです。もちろ

ん,作家の側からの意図的な演出でしょう。その後の

ペレック批評・研究の多くがこの面に関わるものであ

ることがその成功のなによりの証拠です。そこで以下

に,それらの成果のいくつかを援用しながら,『使用

法』のある章がどのように書かれたのかを,具体的に

見てゆくことにします。「四つの図形」を補足する形

をとりながら。どの章でもかまわないのですが,最 も

短いもののひとつという理由から,こ こでは第 63章

をモデルとして選ぶことにします。

第一の見取り図については補足すべきことはほとん

どありません。ただここに 10× 10の格子,す なわち

建物の百の部屋=小説の百の章の図式が潜んでいるこ

とをいつも意識しておく必要があります。

第二のナイトの多形図。ウリポの数学系の「顧問」

役ベルジュ
°によればこれは「ナイトの駒がチェスで

定められた駒の動きにしたがつて,各格子を一度ず

つ, しかも一度だけ経由しながら,すべての格子を連

続した軌跡で埋めつくすことができるか」というグラ

フ理論の命題で,正式には「有向ハミルトン道」と呼

ばれるものだそうです。たとえば,米国の主要四十八

都市をセールスマンが最短距離で巡る経路の組み立て

などにも応用された。さて,先 の第二図に戻 ります

が,こ の多形図を見取り図の百の格子に重ねると,下

のような図が得られます。数字は章の順番を示しま

す。上部三階分は屋根裏部屋,下部一階は地下室,中

ほどの「枠囲い」は階段です。ついでに,こ れから取

り上げようとしている第 63章が左端の下から二つめ

に位置していることをご確認ください。見取り図では

扉になっています。

ところで,先 にも触れましたが,多形図の終点は左

端の中ほど,第 99章です。つまり百にひとつ足りな

い。これは左下隅の元来第 66章に相当するものがわ

ざと省略されたからです。どうして左下隅なのか,ど

のように省略されているのかについては作家の面白い

自伝的エピソードと巧妙な策略が絡んでいるのです
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が,今は省略します。ただ,ウ リポが共有する「クリ

ナメン」という概念が働いていることをご承知おきく

ださい。エピクロスが唱えた原子論に由来するものだ

そうで,システムは変調があってこそ十/‐Nに機能する

という主張です。つまり用いられた手法から過度の数

理性を排除しようとする欠陥原理,反制約原理です。

第三のラテン方陣。もちろん,こ れが最も複雑かつ

最も重要な役割を担っており,その分だけわれわれの

理解を阻んでいるように思います。端的に言って,こ

の配分原理を用いることで,どうして各章に四十二ず

つの項目が割り当てられることになるのか。つまり第

三図「ラテン方陣」と第四図「明細表」とのあいだ

に,上の解説ではあまりにも大きな飛躍があります。

少しずつ補完しましょう。

まず,や はリベルジュ5が下のような 5× 5の格子を

例につぎのような解説を加えています。それによる

と,1.方形の 25の格子の各々がその文字と数字の組

み合わせを一つずつ持ち (=2元 )2.そ の文字・数

字の組み合わせが反復されることなく,3。 文字 0数

字のいずれもが縦・横のいずれの列でも一度以上反復

されない (=直交する)も のが 2元 5次 ラテン直交方

陣を形成します。同じ条件を充たす 2次,6次 ,10次
の方陣は長年ありえないとされてきましたが,10次

に関しては 60年 に米国の数学者が可能性を証明しま

した。早速ベルジュがこれをウリポに紹介し,小説ヘ

の応用が早くから検討されていたというわけです。

ではなにが, どのように方陣を通して配分されたの

か。遺された資料によれば, まず四十二の要素が選択

されました。資料②の左に番号をつけて列挙してある

「態勢」,「活動」などです。ところで,こ れらの要素

のそれぞれは十ずつの下位項目をひきつれている。右

にご覧のように,それぞれの項目に 1～ 0の数字が付

けられています。この要素 1と 2の二系統を成す 1か

らoの 十ずつの数字がペアにされて 10× 10の 方陣

に,先 に見た条件を充たしつつ配分されました。右に

A0 Bl C2 D3 E4

El A2 B3 C4 DO

D2 E3 A4 BO Cl

C3 D4 EO Al B2

B4 CO Dl E2 A3
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ご覧のものです。斜線の左が「態勢」を,右が「活

動」を示します。第63章に相当する格子の数を太字

で強調しておきました。5/3と なっています。つまり

この章では「立っている」態勢と「化粧」という活動

がテクストに見られるはずだ,と いうことになりま

す。同じ操作が要素 3(引 用 1)と 4(引 用 2)の ペ

ア,5と 6,以下同様に40,41ま で計二十一回反復さ

れました。用いられた方陣の配列は毎回異なったもの

で,その変換には「疑似クニーヌ」と呼ばれるまた別

の制約原理“が応用されていますが,話が複雑になり

すぎるので省略します。

1。 態勢

1 ひざまずいた

2降 りる,う ずくまった
3 腹這いになった

4 座った

5 立った

6 のぼる,地面より高く 6 図を使う
7 入る

8 出る

9 仰向けになった

O 腕を振 り上げた

2。 活動

1 オ苗く

2 維持する

3 化粧
4 エロテイック

5 分類する,整理する

7 修理する

8 読む,書 く
9 木片をもつ

0 食べる

さっそく,さ らにいくつかの補足が必要でしょう。

まず四十二の要素について。3,4の 「引用」ではフロ

ベール,ス ターンなど,総 じてペレックの偏愛する,

あるいはウリポに関わりのある作家が十人ずつ選ば

れ,そ れぞれの作品の一部が引用されます。5の

「数」とは部屋に観察される人数,7の 「第三部門」

とはル・リヨネが規定した文学・疑似文学以外の文献

で,三面記事,書誌,記事・辞典・規則,通知状, レ

6/9 0/2 8/6 3/5 7/8 5/0 9/4 2/3 4/7

6/0 4/6 2/2 0/3 3/4

9/6 3/3 0/4 5/7 8/1 2/8 7/0 4/5 6/2

0/5 8/2 3/8 9/7 4/4 2/9 7/3

2/0 3/9 7/2 0/6 8/3 4/8 6/7

0/7 8/4 5/8 3/0 9/2 6/6

6/8 4/0 9/3 7/7 5/9 8/5 3/6

3/2 5/4 7/6 2/1 4/3 6/5 0/0

昭 7/5 2/7 4/2 0/8 6/4 8/9

7/4 2/6 6/3 8/0 5/2 0/9
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シピー,薬局の広告 ビラ,手帳・カレンダー,プログ

ラム,辞書,使用法・案内書・必携 な どを内包 しま

す。15の 「長さ」とはテクス トの長さ,16の 「雑」

は武器,金銭,病気,紋章などとまさに雑多です。27

の「タブロー」ではやはり作家お好みの画家十人のい

ずれかの作品が選ばれ,その絵の細部についての描写

あるいは暗示が行われます。28の 「書物」は「引用」

と似ているのですが,こ れについてはペレックを含む

さらに十人の作家たちのいずれかの作品への暗示が行

われます。マシューズとクノーが「引用」に重複して

姿を見せます。最後の「カップル」というのは「ロー

レルとハーディー」,「鎌と槌」,「ラシーヌとシェイク

スピア」,「フイレモンとボーシス」,「罪と罰」,「高慢

と偏見」,「夜と霧」,「灰とダイヤモンド」,「耕作と牧

畜」,「美女と野獣」の対概念で,それぞれの片方がカ

ップル 1と 2の十の項目を成します。

しかし中でも最も複雑な働きをしているのは 39と

40の「欠如」と「虚偽」です。再び資料②をご覧 く

ださい。その左端に,最後の二つを除外して,先の四

十二の要素が四つずつ括られて,①から⑩の番号がつ

けてあります。たとえばラテン方陣がある章で 1/1を

指示したなら,その章の要素の 1か ら4ま でのいずれ

かの項目が不在となり,ま た同じ要素 1か ら4ま での

いずれかの項目が,当初に指示されたのと違ったもの

にあえて変更されることになります。他のものとは明

らかに性質の異なるいわば「メタ要素」です。おわか

りのように,方陣の厳密な配分原理を緩和するための

欠陥原理,す なわちあのクリナメンがここにも導入さ

れていることになります。ただし最後の「カップル 1,

2」 はこの欠如・虚偽の対象外とされるのですが。

さて,こ のようにして百の章のそれぞれで言及され

るべき原則的な四十二の項目があらかじめ決定されま

した。「残るはこのような継続的な変化を正当化する

物語を作 り上げるだけでよい」 (「四つの図形」,p.

52)こ とになります。では問題の第 63章 はという

と,何度も見ていただいている資料②の右端がその具

体例です。「明細表」から写したものです。1「立って

いる」,2「化粧」以下 41,42の 「罪」,「ボーシス」

まで,確かに四十二項目並んでいます。すでにメモ,

加筆の類が散見されますが,それらについては後に補

足することにします。

それでは他方,こ れをもとにして書かれた第 63章

のテクストはどのようなものなのか。「通用口」とい

う副題を伴っていますが,実際には作品を通してのベ

つパーテイーの用意をしている,二つ上の階のアルタ

『人生 使用法』のある章を書いたか

モンの家族に大半が関る物語内容です。その四部屋分

を「網かけ」にしておきました。全般に裕福な所有者

は多くの部屋からなるアパルトマンを所有し, したが

って数章にわたって言及される。ここではそのパーテ

イー用にご馳走を運んでくる五人の配達の男たちと,

猫を連れ戻しにきた近隣の女が登場します。初めに申

しましたように一番短い章のひとつですので,拙訳を

全文掲げることにします。念のため資料①に原文も引

いておきました。

第 63章

通用口

パイプ類の縦横に走る長い廊下。床はタイル敷 き,壁 は

古びたプラスチック加工の紙で所々が覆われ,ぼんや りと

一群の椰子の木を描 きだしている。両端にある曇 リガラス

の電球の冷たい光がそれを照らしている。

五人の配達人がアルタモン家に祝典用のさまざまな食料

を持って入ってくる。一番背の低い男が,かれよりも大 き

な家禽の重さに身をたわめながら,先頭をきっている。二

人めはこの上なく慎重に,デコレーション・ケーキのよう

に並べ られ,造花で囲まれた東洋の菓子類―一バクラバ ,
コルヌ 。ド・ガゼル,蜂蜜 とデーツの菓子―一の入った銅

製の平打ちの大きな盆を運んでいる。三人めは製造年号入

りのヴアッヘンハイマー・オーバース トネス トの瓶を三本

ずつ,両の手に持っている。四人めは頭上にブリキの板 を

載せているが,それは肉のプチ・パテ,熱 いアントレ,カ

ナッペに覆われている。最後の五人めは,右肩にウイスキ

ーを一ケース載せて殿を勤めているが,そのケースにはス

テンシル塗りの文字で次のように書かれれいる。

トマス 0キ ッズ

インペ リアル 0ミ クスチュア

純度 100パーセン ト スコッチ・ ウイスキー

ボレリー・ジョイス。アンド・ケイヘーン社

が

スコットランドでブレンドヮ瓶詰め

スコットランド,ダンディヮモンゴメリー・レーン91番地

前景では,最後の配達人を少し遮るかたちで,女が一人

建物から出てきている。五十がらみで,レ インコー トを着

ている。ベル トに施 し物袋,黒の皮紐で閉じられた緑の革

の財布がつけてある。頭はプリントの綿のネッカチーフで

覆われているが,そ の模様はカルダーのモビールを思わせ

る。両腕に灰色の雌猫を抱えてをり,左手の人さし指と中

指の間にルーダンの描かれた絵葉書を挟んでいる。マリー

・ベナールとかいう女が家族全員を毒殺 した廉で起訴され

た西部フランスのあの町のものだ。

婦人はこの建物ではなく,隣のそれの住人だ。レイディ
・ピッコロとぃう優 しい名の彼女の猫は,たぶんどこかの

雄猫と出会うことを夢見てだろう,こ この階段でたっぷ り

何時間も過ごす。だが残念ながらそれは呆敢ない夢だ。と
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いうのも建物の雄猫たち一―モロー夫人のビップ,マ ルキ

ゾー家のプテイ・プース,そ してジルベール・ベルジェの

ポーカー・ダイスーーはことごとく断種された猫たちだか

らだ。

どうで しようか。「明細表」の四十二の項 目が どこ

かにあるはずですが,一瞥の段階でどれほど識別が可

能でしようか。「猫」だとか「レインコート」のよう

な具体的事物はもちろんのこと,「中東」(=菓子

類),「罪」(=犯罪)と いうような抽象概念も比較的

容易にそれとわかります。確かに,人物たちに座って

いる者はおりませんし,「夢を見る」は猫のビッコロ

が達成しています。ただし「化粧」はどうでしよう

か。明細表の手稿では,こ の横に「配達夫が本箱を運

ぶ」という記述が入っており,ど うやら toiletteと い

う語のごく特殊な語義が利用されているようです。日

本語で「化粧箱」というような。「引用」のルッセル

とはもちろん,ウ リポの始祖にあたるようなもう一人

の言語遊戯の作家レイモン・ルッセルのことですが,

ここでは「一番背の低い男が,かれよりも大きな家禽

の重さに身をたわめながら,先頭をきっている」の一

文が『いかにしてわたしはある種の本を書いたか』か

ら借用されています。ハリー・マシューズは米国出身

のウリピアンでペレックと最も親しかったひとり,

『アフガニスタンの緑の芥子畑』から「製造年号入り

のヴアッヘンハイマー・オーバーストネストの瓶」の

一句が引かれています。28の 「書物」も含めて,三

十人の作家たちから十箇所ずつ,作品全体で三百回に

わたって引用・暗示されていることになりますが,そ

れらはカッコに括られているわけではなく,巻末の

「断り書き」のおかげでかろうじて票J窃 を免れている

体のもので,よ ほどの「専門家」でも見抜くことは困

難です
7。 7の「三面記事」はというと,「現代百科」

辞典『クイド』の「有名な毒殺事件」の項目に「レオ

ン・ダヴイヨーの妻,マ リー,旧姓ベナールが H人

を毒殺のかどで告発され,長い裁判の末 1961年 12月

に無罪放免された」という記述があります。

まあこのあたりまでは比較的「素直」なのですが,

そろそろ「曲芸」に類する事態が始まります。14の

「家具」では,カ ナッペが料理のそれに入れ替わって

います。また,た とえば Hの「第二次大戦」はどう

でしょう。実は章のなかほどにあるウイスキーの瓶の

ラベルがとてつもない「曲者」で,い くつもの項目を

隠しています。すなわち一番下の会社の所在地「モン

(卜 )ゴメリー」は大戦で活躍したイギリスの将軍の名

であり,「インペリアル」が「帝政様式」を, トマス

文学 0文化編 (2002年 3月 )

・キッズが原作品の作者で『ハムレット』を,イ タリ

アの天文学者のボレリが自ら発見した小惑星「ボーシ

ス」を,ナ ボコフの『ロリータ』の翻訳者ケイヘーン

が「ポルノ」を,はては「ジョイス」が音声の類似か

ら「歓喜=ジ ヨワ」を充たしているといった具合で

す。つまり元来の要素,項 目の概念,語義を大幅に逸

脱して,かなり恣意的な,いわば「苦しい」合理化を

果たしながら,あたかもゲームさながらにテクストの

編み目が埋められている様子が窺われます。

さらに 27「 タブロー」ではボージヤンの『チェス

盤のある静物』が選択 されました。BEAUGIN,Lubin

(1610～ 63),イ タリアで修業 した宗教画 と静物画を得

意とするフランスの画家です。画面中央にある大きな

黒い「施し物袋」が この項 目を充たす と同時 に 16

「雑」の項目「僧侶」を属性として示してもいます。

つまリー事物が二項目を担っている。32の 「ゲーム

/玩具」は猫の名「ポーカー・ダイス」が表わしてい

ます。37の 温室栽培の花は草稿では造花でも構わな

いことになっている。最後の 41,42カ ツプルについ

てはすでに見たとおり,「犯罪」と「ボレリ」が「罪」

と「ボーシス」を暗示しています。この二つは欠如 ,

虚偽を免れるので,各章に姿を見せますが,元来の組

み合わせ一-1/1,2/2な ど一―を取 り戻す稀な場合を

除いてはいつも暗示的にしか言及されません。

ところで「欠如」,「虚偽」ですが,こ の章では欠如

は 3(=項 目 9～ 12)を ,虚 偽は 1(=項 目 1～ 4)を

指定 しています。10の「モケット」に欠如を意味す

る Mと いう略号がつけてありますが,な るほどこの

章にはついにモケットは見当たりません。「虚偽」に

は「引用 2」 が選ばれ,元 来のビュ トールが抹消 さ

れ,代わりにマシューズが選ばれています。

どうしても見当たらないのが,資料②の一覧表に

「枠囲み」で示しておきましたが,眼鏡と現代音楽,

そして円いという形状です。もっとも最後のものは電

球,0の字,あ るいは0と いう数字が表わしている

という理屈だって通用しないわけではないのですが。

さて,そろそろ総括に入りましょう。この章に見た

ように,配分された四十二の要素は必ずしもすべて最

終稿にまで維持されたわけではない。たとえば章の数

で一番多いのは「階段」ですが,場所柄どうしても不

自然に見える事物が方陣を通してここに配分されるこ

とも避けられません。通用口にモケットを置きにくい

のと同じ理屈です。ですから欠如・虚偽の原理は一

面,制約のあまりにも厳しい規制の緩和策としても働

いています。だが,語義のはなはだしい歪曲を含むあ



らゆる努力にもかかわらず,すべてがテクストに実現

されたわけではなかった。少々がっかりされる向きも

おありでしょうが,いかに苦吟しようとも,明細表の

項目が最終的に半数ほどしか維持されなかった章もあ

ります。物語が進行するにつれて,「本当らしさ」が

優先され,枝葉が刈り込まれたということもあるでし

ょう。たとえば,第 63章で,人物のひとりに眼鏡を

掛けさせるのは容易なことでしょうから。しかし重要

なことは『人生 使用法』のすべての章が基本的にこ

のような制約を遵守して書かれたということであり,

またこのような組織的な手法を用いて書かれた小説は

かつてほとんどなかったということです。

時間のこともありますから,以下にふたたび補足事

項を箇条書きふうに並べて結論がわりにさせていただ

くことにします。

まず,物語内容に関わることから。達成されなかっ

たものもありますから,あ くまで原則論とはいえ,作

品全体では四千三百前後の項目があらかじめ設定され

たことになります。これらを踏まえて物語を組み立て

るという作者の作業がゲームに酷似していることは上

にも見たとおりです。ところでよく知られているよう

に,その物語のただ中にジグソー・パズルの組み立て

に一生を賭けるバートルブースという主人公が設定さ

れて平板に傾きがちな建物の描写をいわば立体化しま

す。作者自身の作品組み立てをめぐる苦闘をなぞりな

おすというその主人公の営為が,半ば当然とも思われ

るほどにみごとな筋立てを成していることこそがこの

作品のなによりもの特性です。

第二に,上 に見たようないくつかの制約は『使用

法』の全体を支配する代表的かつ基本的なものである

ことは確かですが, しかしこれらは用いられた制約の

すべてではありません。全体に関わる他の制約として

は他にもたとえば各章が格子に占める位置に関わる数

字,他の自作への言及,執筆中に起きた出来事に関わ

る暗示などがあります。ちなみに第 63章では,縦軸

の9番 目の格子/横軸の 1番 目の格子という位置か

ら,ウ イスキー会社の所在地の 91番地が得られてい

ます。さらにこれらの数字では,作者の伝記要素に密

接に関わる43,H(母親の命日43年 2月 11日 )な ど

が複雑な合意の編み目を引き連れているという指摘
鱒

もあります。また自作への言及については,あの毒殺

事件が『ぼくは思い出す』の第351項 目でも取り上げ

られていることを言い添えておきましょう。もっとも

「執筆中の出来事」というのは作家に確かめるしかな

かったのですが。なお部分的制約としては第 51章の

33

ヴァレーヌの絵の解説文から成る「概要」,第 59章の

ウリポ成員の名を織 り込んだイポグラフなど,いずれ

も手のこんだものがよく知られています。

最後に,い ささか我田引水になりますけれども,こ

のような組織的かつ精密このうえない「手法」を用い

た小説のゲームさながらの組み立て,そのような事実

をめぐる読者を対象とした隠蔽と露呈の駆け引き,物

語世界の水準での徹底的なリアリズム追及などが,た

またま第 63章 にも姿を見せたレイモン・ルッセルの

それと酷似していることは見逃せません。ただしこち

らはもっぱら語の音声的な類似を徹底的に利用するも

のですが。いずれにせよ両者に共通するこのような広

義での言語遊戯的な作品概念が将来に向けての創造に

大きな可能性を示唆していることは間違いなさそうで

す。

ご静聴ありがとうございました。

言主

1)EJρ 26`∫ グ'`ipαθιs,Gali16c,1974,pp.57-58。

2)0“α′rι ノg“ r`S ρθ夕r La Vic Mode d'emploi,in LИ κ 76,

1979。

3)1993年 に『人生 使用法』に関わる手稿のほとんどを

含む大部の資料集 C♭力jι rグιs θttα ttι sグι La Vie mode

d'cmploiが Zulmaか ら刊行された。資料②はその手稿

のいくつかの部分を筆者が組み合わせたものである。

4)Claude BERGE,Eric BEAUMATIN,Gι θttι s P`r`θ ι′麟

εθ′%bj4α′θjr`, in Cαんjι ,T Gιζg`sP`r`θ イ, Edition du Li―

mon, 1990,pp.83-96。

5)同 上。
6)こ の変換 にペ レックはセクステ イーヌの脚韻の配分
に由来する「クニーヌ」と呼ばれる原理を応用 した。

言羊しくは Bernard Magn6,Cjκ 9“ j2“ `ノ
g“″ ρθ
“
r la Vie

mode d'cILp10i,dans Cα ttJιだ G`θ rg`SP`rιε,N° 1,Po Oo L。 ,

1985。 あるいは前掲書 C♭力j`rル∫θttα ttι sグι La VL mode

d'cmploi,Zulma,1990。 の「まえがき」などを参照。

7)『人生 使用法』における作家の引用 と暗示について

は,参照書目を含む草稿が Ewa Pawlikowskaに よって

雑誌 ルχ′θ EZ Mα jれ の第 6号 ,1986年 に再現されてい

る。

8)と りわけ Bernard Magn6,Gιθttιs P`rιε,Nathan,1999.
の第 4章 を参照。

追記

この論考は東京 日仏学院が主催する講演会シリーズ

「作家とその翻訳者」の第 5回 目として 2001年 5月 31日

に筆者が口頭発表 した内容をメモをもとに再現 したもの

である。

酒詰 治男 :G.ペ レックはいかにして『人生 使用法』のある章を書いたか
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資料①

CHAPITRE LXⅡ I

L'ιれ′r``グιs`ハ′Jει

Un long corridor sillonn6 de tuyauterie,au sol carre16,

aux murs particnement couverts d'un vieux papier plasti「 16

repr6sentant vaguement des groupes de palinierso Des globes

de vcre laitcux,a chaque bout,1'6clairent d'une lunliёre

froide.

C〕inq livreurs entrent,apportant aux Altamont diverses

victuailles pour leur fete.Le plus petit rnarche en tete,suc_

combant sous ie poids d'une volaille plus grosse que lui; le

cuivre marte16 charg6 de patisseries orientales一 一baklava,

cornes de gazeHes,gateaux au nliel et aux dattes― ―dispos6es

cn piёcc―mont6c et entour6cs de flcurs artincicnes; le trOi―

siёme tient dans chaque main trois bouteiHcs de Wachen―

heilner Oberstnest inil16siln6es; le quatriё me porte sur la

tete une plaque de t61e couverte de petits pat6s a la viande,

cntr6es chaudes et canap6s; le cinquiёme,cnfln,ferme la

marchc avec,sur l'6paule droitc,unc caissc dc whisky sur

laqucHc cst 6crit en caractё re peints au pochoir:

THOMAS KYD'S

IMPERIAL MIXTURE

100% SCOTCH WHISKIES

blended and bottled in Scotland

by

BORRELLY,JOYCE&KAHANE

91 PIIontgomery Lane,Dundee,Scot.

Au prernier plan,masquant particHement le dernicr

livreur,une feⅡ lrnc sort de l'ilnmcuble: une ferninc d'une

cinquantaine d'ann6es,vetue d'un imperm6able a la ceinture

duquel est accroch6c une aumOniё re,une bourse de cuir vert

ferm6e par un cordonnet de cuir noir,la tete couverte d'un

foulard de coton impriln6 dont les motifs 6voquent des

mobilcs de Caldcr.Elle tient dans ses bras unc chattc grisc

et,cntre l'index et le m6dius de sa main gauche,une carte

postale repr6sentant Loudun,cette ville dc l'(Duest oさ unc

certainc Maric Besnard fut accus6e d'avoir empoisonn6 toute

saね mille。

Cette dame ne vit pas dans l'ilnmeuble mais dans celui

d'a cot6.sa chatte,qui r6pond au doux nom de Lady Piccolo,

passc des heures cntiё res dans ces escaliers― ci,revant peut―

etre d'y rancontrer un matouo Reve illusoirc h61as,car tous

les chats males de la maison― ―Pip,de chez Madame Moreau,

Petit Pouce,des Marquiseaux,ct Poker Dice,dc Gilbert

Berger一―sont des chats coup6s.
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⑥
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態勢

活動

引用 1

引用 2

数

イ支害J

第三部門

主題 ?

壁

床

時代

場所

様式

家具

長さ

雑

年齢/性別
動物

衣服

繊維 (材質)

繊維 (性質)

色彩

アクセサリー

装身具

読書

音楽

タブロー

書物

飲料

食料

小家具

ゲーム・玩具

感情

絵画

形状

形体

花

小装飾品

欠如

虚偽

カップル 1

カップル 2

立っている

化粧

ル ッ セ ル

ゼ士十一ル  マシューズ
+5人

配達人

三面記事

夢を見る

柄もの壁紙

モケットM
第二次大戦

中東

帝政様式

寝椅子,カ ナッペ

～1ページ

僧侶 施 し物袋
女 35-60歳

猫

レインコー ト

柄ものプリント

糸吊

グレー

ベル ト

ロ
ポルノ

現代音楽

ボージャン 施し物袋
ハムレット→ トマス 0キ ッド

アルコール

豚肉製品

彫刻,モ ビール

サイコロ

歓び

絵はがき

□
球体

温室栽培の花

銅 0錫

3に おける欠如

1に おける虚偽

罪

ボレリーが惑星

バウキスを発見



酒詰 治男 :G.ペ レックはいかにして『人生 使用法』のある章を書いたか

資料③

GEuvres dc Georges Perec

Lιs C力θs`∫。しれ
`力
jsゎ j″ グ

`s 
ακκ
``S Sθ

liXαれた, Julliard, 1965。 /

『物の時代』,自水社,78年。

0“ιJ ρ
`′

j′ ソιJθ a g“ jグθκ εんrθ
“
ια
“
ヵκググ`″

θθ
“
r7,Denoё l,

1966。 /『小さなバイク』,上 と合本。
伽 んθ
““̀ 9“

jグθtt Denoё l,1967./『 眠る男』,晶文社,70年。

"Zθ“
 ι
` sθ“
ν
`κ

jrごセ電Qκθ
`, r6cit, Denoё

l,《 Les lettrcs nou―

velles、 1975。 /『Wあ るいは子供の頃の思い出』,人文書院 ,
95年。

助 yjι
“
θグ
`グ
セ焔ψJθム rOIIlans,Hachette,《 Litt6rature― POL》 ,

1978。 /『人生 使用法』,水声社,92年。
Lι  Voyα g` グ'あ jソιろ Seuil, 《Librairie du XXe siё cle》 , 1993

[1979]./『 冬の旅』,書肇風の薔薇 (ウ リポ特集),91年。
R″ jな ど'EJJJsお Jακ乙〃js′θj″ sごセr“κε

``′
ごセッθJr(avec Robe■

Bober),Edo du Sorbier,1980。 /『エリス島物語』,青土社,2000
年。

35


